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１ 令和５年度（第２年次）の研究概要と反省  
（1）研究の内容と経過 

研究主題に迫るため，第１年次に実践してきた研

究の成果や課題を踏まえて，第２年次は「科学的に

探究するために必要な資質・能力を育成する単元構

想の工夫」を副主題として，以下のような研究を進

めてきた。 
 

【研究主題から】 

〇科学的に探究する学習活動とは，どのような実践 

が考えられるか。 

〇未来を創造するための資質・能力を育成するには， 

どのような指導するとよいか。 

【第２年次の副主題から】 

〇資質・能力を育成する単元構想の工夫には，どの 

ような実践が考えられるか。 
 

これらについて，各支部においては，部報第 57・

58 号や支部専門部長会における協議内容をもとに，

研究の視点や研究の進め方などについて共通理解を

図り，実践的な研究を進めてきた。その成果をもと

に各支部の研究協議会では，具体的な内容の研究協

議や情報交換が行われた。さらに，県研究協議会で

は，各支部から研究の実践報告が行われ，それぞれ

の発表について活発な意見交換がなされた。また，

これらの効果と効率を高めるため，福島県中学校教

育研究会のホームページに県研究協議会の資料を事

前にアップロードしたり，支部ごとにクラウド上で

資料を共有したりするなど ICTを活用した情報共有

の工夫がなされている。 

（2）研究の成果と今後の課題 

県研究協議会の資料をもとに，研究成果と今後の

課題を整理した(表１)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

表１ 令和５年度の研究成果と今後の課題 
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〇単元を貫く問いと単元構想シートを活用したことで，単元の学習に
一貫性がでた。また，１つずつの授業を単元として捉えたことで，
学習指導要領の２年生の重点項目「実験を立案して検討すること」
「言語活動の充実」を取り入れることができた。 《いわき支部》 

〇単元の最初と最後に同じ課題に取り組むことで、始めの予想によっ
て一貫して目的をもたせることができた。生徒も単元の学習後と始
めの予想を比較することで，単元で学習した内容の振り返りがで
き，自己変容を実感できた。                      《岩瀬支部》 

〇単元を通した課題を設定することで，授業のつながりをもって単元
の学習を進めることができた。また，教師側は単元を一連の流れで
とらえることで，カリキュラム・マネジメントの大切さを意識する
こともできた。                               《田村支部》 

〇単元構想の工夫により生徒の思考が前時から本時，本時から次時へ
無理なくつながった。そのため，理解を深めたり，継続的に学んだ
りすることにつなげることができた。また，生徒の思いや願いを授
業に取り入れることで，学習意欲を喚起したり，学びに向かう力が
高まったりした。            《東西しらかわ支部》 

〇内容構成の工夫として，地域の方や家族の思い・願いを知る場，福
島県の現状などを知る場の設定をした。生徒は，自らの思いや願い
をもち，学習に取り組むことができた。      《相双支部》 

〇単元構想に基づいて事前アンケート調査を行うことで，生徒の実態
を明確に把握することができた。        《北会津支部》 

〇単元を見通してＩＣＴ機器の活用を工夫することで，学習課題の把
握や意欲付けを図ることができた。また，仮説や考察において，タ
ブレットを活用して自分の考えを記入させた。その後のグループや
全体での意見交換の内容もタブレットに記入させて比較，検討する
ことで，最終的に自分の言葉でまとめさせることができ，主体的，
対話的な学びが実践できたと思われる。      《安達支部》 

〇身のまわりの物質とその性質の授業において，白い粉末を水にとか
す実験を行ったところ，水への溶解性に興味・関心をもつ生徒が多
かったため，教科書の第２章と第３章を入れ替えて実施した。その
結果，生徒が学習意欲を持続させながら，学習に取り組むことがで
きた。                    《南会津支部》 
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〇生徒の気付きや疑問をもとに課題を設定していくためには，多様な
生徒の気付きを引き出す教材の吟味や，引き出した生徒の考えを授
業へとつないでいくコーディネート力が必要である。《福島支部》 

〇生徒の気付きや疑問から学習はスタートするものの，それらをもと
に単元を貫く課題を設定することが難しく，選ぶ教材や題材の検討
も難しかった。                 《田村支部》 

〇すべての生徒を巻き込むための絶妙なバランスの課題を設定できる
とよい。                    《石川支部》 

〇教師側が単元の学習の流れを「こうした方が教えやすい」ではな
く，生徒が「知りたい・学びたい」と思うきっかけが単元の導入が
重要である。                  《郡山支部》 

〇教科等横断的な学習を意識することで，より単元構想が深まる。他
教科との連携が重要である。           《相双支部》 

〇複数の教師で学年を受け持つ場合，テスト範囲の関係があり，単元
を通した構成の工夫を行うことは難しいと感じた。また，学級によ
って学習内容に違いが出る。           《福島支部》 

〇生徒に課題を設定させようとすると，課題設定・解決に時間がかか
る。さらにそのための準備（生徒の課題を想定して準備を行うこと
も）が必要になる。           《東西しらかわ支部》 

〇単元構成を変更することによって，使用している教科書と学習内容
の対応関係が分からなくなってしまい，復習の際に苦労している生
徒もいた。単元全体を振り返る機会を設けるなど，指導・支援の工
夫が必要となる。             《耶麻・両沼支部》 

〇生徒の興味・関心や探究を深めていく展開をしていくために，プロ
グラム型（基礎→応用）からプロジェクト型（応用の中で基礎を学
ぶ）に組み替えていくカリキュラム・マネジメントを行っていくこ
とが必要である。                《伊達支部》 
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２ 令和６年度（第３年次）の研究の進め方         

（1）３年間の集大成として研究主題に迫る 

理科部報第 57 号では，研究主題について，次の

ように捉え方を整理している。「科学的に探究する学

習活動」とは，学習活動の中で，理科の見方・考え

方を働かせた探究の過程を実現し，実証性，再現性，

客観性などの条件を満たした学習活動である。また，

福島県中学校教育研究会の基本主題に，生徒がふく

しまに思いを寄せ，復興の中心となって活躍し，未

来を創造することのできる人材を育てなければな

らないという使命感が込められている。このことを

踏まえ，「未来を創造するための資質・能力」は，教

育課程全体を通して育成を目指す資質・能力の三つ

の柱を基に下記のように捉え整理している。（表２） 

表２ 未来を創造するための資質・能力の理科専門部の捉え方 
資質・能力の三つの柱 理科専門部としての捉え方 

 

生きて働く｢知識･技能｣ 

 日常生活や社会との関わりの中で，生徒が自

らの力で獲得した様々な知識をつなげ，より科

学的な概念を形成する力と科学的に探究するた

めに必要な観察，実験に関する基本的な技能 

 

未知の状況にも対応でき

る｢思考力･判断力･表現力

等｣ 

 見通しをもって観察，実験を行い，教科書な

どに記載される扱いやすいデータだけでなく，

実測のデータを分析して解釈し，「規則性」「関

係性」「特徴」「共通点や相違点」「分類するた

めの観点や基準」を見いだして，表現する力 
 
 
学びを人生や社会に生か

そうとする｢学びに向かう

力･人間性等｣ 

 福島県の自然環境や地域資源を題材とした

り，地域等が抱える諸課題から，問題を見いだ

したりすることで，物質，エネルギー，生命，

地球に関する事物・現象に進んで関わり，自ら

立てた問いを科学的に探究しようとする態度 

本研究主題の最終年度である令和６年度は，これ

まで２年間の成果と課題を生かし，下記に述べる研

究副主題の捉え方を所属会員と共有し，３年間の集

大成として研究主題に迫りたい。 

（2）令和６年度の研究と福島県の施策との関連 

理科の授業では，生徒が常に知的好奇心をもって，

自然の事物・現象に関わり，「その中で得た気付きや

疑問から課題を設定し，探究の過程を経て，課題を

解決していくことが重要である。令和６年度は特に，

学習により獲得した知識・技能を，自己や地域の課

題の解決に生かしたり，社会の諸問題の解決に生か

したりする学習活動の工夫は，どのような実践があ

るのかを追究していく。 

令和３年１２月に公表された「第７次福島県総合

教育計画」では，福島の良さを大切にした「福島な

らでは」の教育を進めるとともに，それを実現する

ため，一方通行の画一的な授業から個別最適化され

た学び，協働的な学び，探究的な学びへと変革して

いく「学びの変革」を掲げられた。令和６年度の研

究副主題は，この「福島ならでは」の教育との関連

が図れるものである。福島県の恵まれた自然環境や

優れた文化・伝統，７つの生活圏や「はま・なか・

あいづ」に象徴される多様な特性を生かし，授業実

践がなされることに期待している。 

（3）研究副主題の受け止め方 

① 日常生活や社会との関連から見いだした課題とは 

理科専門部では，この課題を，教師の働きかけに

よって，日常生活や社会の中に隠れる科学の不思議

を生徒が見いだして設定する課題であると捉え，研

究を進めていく。 

現行の中学校学習指導要領解説理科編（以下，指

導要領解説）では，理科を学ぶことの意義や有用性

の実感及び理科への関心を高める観点から「日常生

活や社会との関連」を重視することが新たに追加さ

れた。また，指導要領解説には「生徒が自然の事

物・現象に進んで関わり…」との一節がある。生徒

が日常を過ごす空間や地域の環境，あらゆる事象に

存在する様々な原理・法則は，生徒が見えているよ

うで見えていないことが多い。中学生までの生活経

験を踏まえ，当たり前な現象だと捉えているものに

ついて，そこに隠れる原理・法則まで考える生徒は

少ないのではないだろうか。また，日常に溢れてい

る機器などは，ほどんどのものがブラックボックス

になっている。そのため，その中にある原理や仕組

みについて考える生徒も少ないだろう。このような

「あれども見えず」の部分に理科の授業を通して光

を当て，生徒が「なぜ？」という疑問や「解決した

い！」という思いや願いをもとに，追究・解決する

価値がある課題を設定することが充実した学習活動

につながると考えた。日常生活に隠れる科学の不思

議や現代社会を支える科学技術の概念の原理・法則

に一歩を踏み込むためには，それらに生徒自身が気

付くきっかけづくりや，事象を捉える視点を焦点化

する必要がある。これらは，教育活動の様々な場面

を生かして，自然な形で教師が意図的に働きかけ

（授業における仕かけや手だて）を行うことが大切

になる。なお，日常生活や社会との関連から課題を

見いだすことのできる事象と理科の学習内容とし

て，表３・表４のような例が考えられる。 
 

表３ 日常生活（学校生活を含む）との関連で見いだせる理科の学習内容 
日常生活の場面・事象 理科の学習内容 

冬に近づくと，教室に太陽光が
入ってきて，まぶしいため，カ
ーテンを閉めている。 

冬も含めた春夏秋冬で，日本の
南中高度について，モデル実験
や観測を行う。 

理科の実験で，ビーカーの水に
試験管や温度計を入れると境界
面で温度計が折れて見えたり，
水中では大きく見えたりする。 

身のまわりの物質の単元で化学
実験を行った際に，生徒が事象
に気付くことで，身のまわりの
現象の単元の導入につなげる。 

 
表４ 社会との関連で構成する理科の学習内容 

社会における事象 理科の学習内容 
福島県は，福島県再生可能エネ
ルギー推進ビジョンを策定し，
持続可能な社会を目指している。 

様々な再生可能エネルギーと発
電方法について学習する。 

福島県内の観光地には，温泉地
がたくさんある。 

火山から受けるめぐみや災害に
ついて学んでいく。 

学校や公共施設では，モニタリ
ングポストが設置されている。 

放射線の種類や，放射線の性質
と利用について学習する。 
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② 学んだことを自己や地域に生かそうとする学習

活動の工夫とは 

理科専門部では，この工夫を次の２つのように捉

え，研究を進めていく。１つ目は，日常生活や社会

との関連から見いだした課題を解決していく中で

獲得した知識・技能を活用して，自己の生活や地域

社会をより良くしていく学習活動である。自己の生

活や地域社会をより良くしていくことについて重点

的に取り組む際は，指導要領解説が示す内容を学習

した後に，それらを活用して自己や地域社会に生か

す（ための）学習活動も考えられる（単元の終末に

実施するパフォーマンス課題を含む）。なお，具体的

には，表５のような例が考えられる。 
 

表５ 理科の学習内容を自己や地域に生かす学習活動の例 
理科の学習内容 自己や地域に生かす学習活動 

洪水，噴火，津波などの災害に
対するハザードマップや地域の
防災対策を学習する。 

災害時に自分の家から，どのよう
なルートで避難所等まで非難する
とよいかを考える。   (自己) 

消化酵素のはたらきについて学
習する。 

焼き魚と大根おろしなど，消化に
よい食べ合わせを考える。(自己) 

生物の分類の観点や基準につい
て学習したり，実際の生物を観
察したりする。 

学校の生物図鑑を作成し，学校に
は年間を通してどのような生物が
いるかを調べる。 (自己・地域) 

身近な自然環境の調査と保全に
ついて学習する。 

せせらぎスクールなどを申請し
て，身近な環境調査の結果を報告
する。         (地域) 

エネルギー資源の利用におい
て，様々な発電方法の仕組みや
長所と短所を学習する。 

福島県では，どのような発電方法
を推進することができそうかを，
根拠を基に考える。   (地域)  

２つ目は，福島県内の自然環境や地域資源を題材

にしたり，地域などが抱える諸問題を取りあげたり

することで，課題を見いだし（設定し），科学的に探

究する学習活動である。単元など内容や時間のまと

まりの中で，地域資源や地域課題を題材に学習を進

めた際に，理科で学ぶべき本質的な内容が押さえら

れ，それらが身に付いているというのが望ましい。

このような学習活動では，教科等横断的に授業を行

うことも考えられる。同じ事象に対しても，教科に

よって見方・考え方は異なってくる。それぞれの教

科のよさを生徒が実感していくことを大切にしたい。

なお，具体的には表６のような例が考えられる。 
 

表６ 福島に関連する題材と理科の学習内容 
福島に関連する題材 理科の学習内容 

ふくしまゼロカーボン宣言事業
に学校として参加し，教科等横
断的に取組を行う。（生徒会活
動との関連も可能） 

電気分野の消費電力の計算を学
校の電気料金表を活用して, 実
際に節電を考えていく。（数学
科との連携も考えられる） 

福島県の地域課題であるごみ排
出量について，ごみ分別表を物
質の性質の面から見直す。(総合
的な学習時間のと関連も可能） 

ごみを分別する際，物質の性質
をもとに分類することができ
る。（社会科，家庭科との連携
も考えられる）   

（4）研究の内容と方法，研究単元 

研究の推進にあたっては，「研究の副主題の受け止

め方」を念頭に置きながら，第１・２年次の成果と

課題を関連させて進める。特に，次に示した研究の

視点から取り入れやすい内容を選択したり，新たな

具体的な手立てを見出したりすることで，その有効

性を明らかにしていきたい。 

 
視点① 生徒が日常生活や社会との関連から課題を見いだすため

の教師の働きかけの工夫 

視点② 生徒が学んだことを自己や地域に生かそうとする学習活
動の工夫 

視点③ 未来を創造するための資質・能力を育成する指導の工夫 
 

 年間を通して，それぞれの学年や分野で研究が進

められるよう，特に単元の限定をしない。その際，

各支部において両分野から研究を進めることが望ま

しい。また，実践する授業の範囲は単元などの大き

なまとまりが望ましいが，１時間でも構わない。 

３ 研究の手順               

前年度までの研究の大筋を把握し，その上で部報

第59号により，研究内容について共通理解を図る。 
 
(1)支部の研究推進委員会や幹事会などで，本号をもとに，研

究主題，研究副主題及び，研究の進め方などについて理解

を深め，支部としての研究の計画をまとめる。  【４月頃】 

(2)令和６年度の支部専門部長会において本号の内容につい

て共通理解を図り，新年度の各支部の研究計画の原案を共

有し，検討する。           【５月上旬頃】 

(3)支部専門部長会の内容もとに支部専門部長会報告会で，最終

的な研究計画を決定し，具体的な方策を立てる。【５月下旬頃】 

(4)各学校（又はグループ）で，具体的な研究計画を立てる。

この場合，各校の研究の内容を取り入れてもよい。 【通年】 

(5)各学校では理科部会を開き，研究の内容と方法，研究の手

順に沿い，研究する単元の構造化を図り，評価と組み合わ

せて構想をまとめ，数時間のまとまりの詳しい指導計画を

作成する。それに基づいて実践を行い，結果を研究主題，

研究副主題に沿ってまとめ，反省を加える。       【通年】 

(6)支部研究協議会では，研究主題にそって実践結果を検討し，

支部として集約する。                【７月】 

(7)県研究協議会においては，支部ごとの成果を発表し，全体

協議において研究を深める。         【10 月頃】 

(8)県研究協議会の協議内容・成果などを支部に持ち帰り，県

研究協議会支部報告会にて共有を図り，教育実践に役立て

る。                                 【10 月～３月】 

 
◇ お知らせ ◇  

 
 (1)【期日】 令和６年 10月４日（金） 
 (2)【会場】 南相馬市立原町第一中学校 
(3)【理科部会のもち方】 

２分科会とし，第１分科会は第１分野の内容，第２分科会は 
第２分野の内容を扱う。 

(4)【分科会への参加の仕方】 
支部からの代表者は，両分科会に分かれて出席する。（正会員 
の人数は支部の実態による） 

(5)【令和６年度～令和８年度の発表分担】 
分野 令和６年度 令和７年度 令和８年度 

第１分野 福島 安達 
伊達 岩瀬 
いわき 

南会津 相双 

第２分野 
石川 耶麻 
東西しらかわ  

郡山 田村 
安達 両沼 
北会津 

 
 
(1) 支部専門部長会       ５月 11日(木)    松陵中学校 

  ○ 役員選出，研究推進についての討議 
  ○ 研究推進についての共通理解 
(2) 支部専門部長会報告会  ５月下旬 各支部 

  ○ 支部専門部長会の報告，研究推進に向けた協議 
(3) 支部研究協議会        ７月下旬 各支部 

  ○ 研究発表と討議，支部の研究のまとめ 
(4) 県中教研研究協議会いわき大会 10月 5日(木) 

    いわき市立小名浜第二中学校 
 (5) 理科専門部幹事会     11月 30日(木) 松陵中学校 
(6) 理科専門部支部長会   12月 18日(月)オンライン開催 
○ 令和６年度の研究推進について 

(7) 理科部報第 59号の発行 ３月１日（金） 

令和５年度 事業報告 

令和６年度県中教研研究協議会 相双大会 


